
「小児・ＡＹＡ世代のがん医療・支援のあり方に関する検討会」開催要綱 

 

１． 趣旨 

 がんは、小児、ＡＹＡ（Adolescent and Young Adult, 思春期及び若年成

人）世代の病気による主な死因の１つであり、多様ながん種が含まれる。こ

のため、第３期がん対策推進基本計画では、小児・ＡＹＡ世代のがんは、成

長発達の過程においても、乳幼児期から活動性の高い若年成人期に至る成長

に伴って特徴も変化していくライフステージで発症することから、成人のが

んを基本としつつ、特徴に応じた対策が求められている。 

本検討会では、小児・ＡＹＡ世代のがん患者とその家族が安心して適切な

医療や支援を受けられるような環境の整備を目指し、小児がん拠点病院のあ

り方や、がん診療連携拠点病院等との連携を含めた医療や支援のあり方と具

体策について検討する。 

 

２． 検討事項 

（１）小児・ＡＹＡ世代のがん医療・支援のあり方について 

（２）小児がん拠点病院のあり方について 

（３）がん診療連携拠点病院等との連携について 

 

３． その他 

（１）本検討会は厚生労働省健康局長が別紙の構成員の参集を求めて開催す

る。 

（２）本検討会には、構成員の互選により座長をおき、検討会を統括する。 

（３）本検討会には、必要に応じ、別紙構成員以外の有識者等の参集を依頼す

ることができるものとする。 

（４）本検討会は、原則として公開とする。 

（５）本検討会の庶務は、厚生労働省健康局がん・疾病対策課が行う。 

（６）この要綱に定めるもののほか、本検討会の開催に必要な事項は、座長が

健康局長と協議の上、定める。 
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